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概要 

道路改良事業実施のために、現在供用中の電線共同溝を移設（延長：上り側 260m、下り側 246m）

する必要が生じた。移設が必要な区間は、沿道に商業ビルや商店・居宅が連担し、利用者の多い

バス停が設置、歩行者・自転車や車両の通行も多い。 

さらに、道路内には既設の電線共同溝の他に地下埋設物や地上物件が多く存在するものの、歩道

幅を現況よりも縮減（3m→2.5m）する計画であった。このため、供用中の電線共同溝の移設に当

たっては、商業活動・日常生活・道路の通行等への影響をできるだけ低減し得る取り組みが求め

られた。ところが、供用中の電線共同溝の移設事例は“まれ”であり、今回の事業関係者にとっ

て未経験かつ知見が無いため、度重なる調整・試行錯誤を重ね、その移設設計を行った。 

本稿では今後の参考となるよう、供用中の電線共同溝の円滑な移設を図るために移設設計におい

て行った主な取り組みについて紹介する。 

 


